
( 様式 5 - 1 )交流・防災施設計画

軒下通路

「いつも」と「もしも」を繋ぐ地形の屋根
- 斜面と建築による環境に溶け込んだ地域のシンボル -

●緩やかな勾配の斜面をつくることで、平時と有事共に障壁となる体育館とグランドレベ
ルの段差を解消し、敷地全体を一体的に活用できようにします。
●斜面を切り取って持ち上げることで屋根を作り、地形と建築が融合した風景と、地域の
人々のための心地良い居場所を生み出します。
●南北の分棟配置によって敷地内の各機能をつなぎ、利便性を向上させます。

●柱に大径木を用い根元を剛接合、柱頭を
ピン接合にすることでブレースの無い開放
的な空間を実現します。
●屋根は最大幅 2700mm、長さ 12m のス
トレススキンパネルとし、落とし込み施工と
することで工期の短縮を図ります。

●植物による蒸散効果に
より、屋根や天井面の熱
負荷を軽減します。
●屋根面に散水設備を組
み込みローメンテナンス
可能な工法を採用します。
●雨水を集水し、散水や
中水に活用し、ランニン
グコストの縮減を図ます。

周囲に溶け込む風景と人々の居場所を一体でつくる

県産材料を活用した構造形式 草屋根による熱負荷の軽減

交流・防災施設の「いつも」と「もしも」の機能を考慮した平面計画

県産材の活用・環境配慮・省エネ・コストを考慮した計画

一時避難や避難生活時に体育館とグラウンドを繋ぎ、憩いの場となる斜面 厨房で炊き出しを行い、大階段でみんなで食事を取ることができる 多目的・会議室からはグラウンド・斜面に眺望が抜ける

平面図 S=1/500
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床：土系舗装

●緑化屋根、大径木の柱、土で仕上げた
天井と床によって、自然素材による温かみ
と安心感のある居場所をつくります。1. 斜面を切り取る 2. 斜面を屋根にして浮かべる 3. 屋根を丸太で支え、南北に建築群をつくる

体育館

防災広場

大階段広場

グラウンド

遊具広場東屋
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屋根：緑化 天井：左官/床：土 柱：大径木

軒先詳細図
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「いつも」と「もしも」を繋ぐ地形の屋根
- 敷地全体を考慮したゾーニングと外構計画 -

●スポーツ・カルチャー・PLAYの3 つのエリア
をつくります。
●既存体育館とグランドの間の斜面に観客席と
東屋を計画し、スポーツエリアを形成します。
●中央の下段部分は発表やイベントが開催でき
る大階段を設け、上段の多目的・会議室と合わ
せてカルチャーエリアとします。
●東側に駐車場・スロープ・イベント広場・遊
具広場を設け、日常的に集えるPLAYエリアと
します。

●本部・駐車搬入・仮設住宅・憩いの 4つのエ
リアをつくります。
●既存体育館・多目的室・厨房・防災広場が
一体となり支援物資の荷解き・炊き出しなど本
部機能をまとめます。
●イベント広場は拡張駐車場として活用します。
●グラウンドは仮設住宅・ヘリ発着場とします。
●上記のエリアを繋ぐ斜面は避難生活が長期
化する際にも一人になれたり、ゆっくりできる
場として重要な役割を果たします。

もしも ( 有事 ) の外構ゾーニングいつも ( 平時 ) の外構ゾーニング
「いつも」をより良く・「もしも」に使いやすい外構ゾーニング

既存施設や体育館やグランドとの総合的なつながりを考慮した外構配置計画

●既存擁壁を基点に盛土と切土および基礎
掘削の土量を考慮し、場外搬入出が少なく
コストに配慮した造成計画とします。
●斜面勾配は 1/5 を基本とし、誰でも自由
に寝そべることができる斜面とします。
●建物の用途と連動して用途の異なる広場
を設け、住民の多様なニーズに答えます。
●有事の際は車路としても活用できるス
ロープを設け、駐車場からグラウンドをバリ
アフリー動線でつなぎます。

大階段広場 観客席遊具広場 非常時の動線

多様な使い方を受け止め、コストに配慮した造成計画
ユニバーサルデザインに配慮した計画・コストを考慮した計画

斜面は長期化する避難生活時には憩いの場として重要な役割を担う

斜面と建築のアクティビティがグラウンドから一望でき、賑わいを感じることができる

●凹凸のある分棟形式とすることで、多様で小さな広場をつくり出し、「いつも」の使い
やすさと「もしも」で必要となる機能を両立する計画とします。。
●体育館・駐車場・グラウンドなどの既存施設を繋ぐ役割を担い、敷地全体の一体的な
活用を促す計画とします。

多様な場所と関係性をつくり出す平面計画
災害時はグラウンドに
仮設住宅を設置

人々の憩いの場

大階段広場
人々の憩いの場
様々なイベントも可能

子供たちのあそび場

屋外トイレ

バリアフリースロープ
物資の搬入など、グラウンドへの
車両動線にもなる

防災広場大階段広場多目的スペース
会議室

( カルチャー ) ( スポーツ )(Play)

夏至
冬至

南東の卓越風
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物資の搬入・炊き出し

１人になれる場所
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拡張駐車場として機能する
イベント広場

WC 棟

多 目 的 スペ ース・
会議室棟 事務・厨房・収納・

備蓄庫棟災害時は宿泊、集会、みん
なの家など様々な役割を担う

切り盛りの土量を揃える

勾配とアクティビティ

既存斜面

計画斜面

～ 1/10
スポーツ

1/5
寝そべる

1/3
座る

1/2
登る・滑る

交流・防災施設の「いつも」と「もしも」の機能を考慮した平面計画

一つの屋根：大きな広場 分棟：小さく多様な広場 分棟：既存施設と連携

体 駐

広場

体 駐 体 駐

既存擁壁

グ グ グ

既存体育館は適宜非構造部材の
改修を中心に内装更新を行う。

人工地盤の一部は鉄骨造純ラーメン架構とし、
土砂堆積を防ぐ鋼管柱を採用する。

屋上緑化を考慮し、屋根には
ストレススキンパネルを用い
る。緑化に面する上フランジ
は CLT t=120（S60）とし、
無継手化により多数の垂木を
不要とする。

下フランジは構造用合板 t=12 とし、接着フル
スレッドビスの張力を活かして曲面上に張り上
げる。
ウェブは熊本県産杉材を使用し、せん断伝達
とフランジの座屈拘束を担う。フルスレッドビ
スは斜め打ちとすることで剛性および耐力を
高め、配置の最適化も同時に図る。

雨にぬれずに利用できる

屋根付き階段

( 様式 5 - 2 )全体の外構計画

概算工事費：350 百万円 ( 税込 )
断面図 S=1/250

●片流れの屋根は深い軒を張り出すことで
直射光を軽減しながら、半外部の縁側空間
をつくります。
●梁間方向に風の通り道となる開口部を設
け、中間期には積極的に自然通風を促すこ
とで、ランニングコストの縮減を図ります。

深い軒による環境制御

< もしも >

●地域材の積極的利用とユニット化により、
環境負荷の低減、施工効率に加えて流通経
路の短縮を実現し、迅速な復旧に資する計
画とします。

迅速な復旧に配慮した架構計画


